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目的：メンタルヘルスの問題への対応は早期介入による効果が大きい。そのためメンタル
ヘルスの問題に対して早期介入を実現するための戦略をたてることとした。本研究はその
手段としてこころの病の初発ピークを迎える大学生のメンタルヘルスリテラシーの向上を
目的とした教育プログラムを開発し、教育の縦断的効果評価を行うことを目的とする。そ
の過程を通じて副次的に支援ネットワークの構築を目指す事とした。  
方法：大学生のパイロット版プログラムを作成し、東海地方の異なる属性の２つの大学（A、
B 校）を対象として教育プログラムの実施を行った。プログラム作成では効果的と思われ
る内容を作成するため、実施前に精神保健の現状を分析した。なお教育プログラムは時間
に応じて２つのパターンを作成した。教育プログラムを充分に供給できる組織の構築とし
て、大学生および精神保健専門職による実施チームを結成した。  
研究デザイン：サンプルの少ない A 校では介入の有無による二群比較を行った。介入評価
時期は介入後１か月後（中期）とし、効果の持続性をみることとした。B 校では介入前後
の時点間の比較によって短期的な教育効果の反応をみることとした。 
測定尺度：両群とも「援助希求行動」及びその関連尺度を指標とした。また調査対象が大
きい B 校では併せて精神保健の現状として悩みの有無や内容を明らかにした。  
結果：A 校では 116 名から回答が得られた。主効果として「援助希求態度尺度」の変化を
見たところ介入前から介入後時点において、介入群、対照群とも得点が減少しており大学
生の援助希求態度の変化に有意差は見られなかった。しかし「精神健康度」では介入後時
点において、介入群のみ得点減少がみられ有意な変化がみられた (p<0.05) 
B 校では 1266 名から回答が得られた。こころの悩みや精神的不調の有無を尋ねたところ、
過去１年間で「なかった」者は全体の 40％であった。「しばしば」12％、「何回か」40％で
複数回以上悩みがあるものが 52％いた。「学業」「将来」「友達」の順となっており、特に
学業は 32％と高かった。主効果として「援助希求態度尺度」の変化を見たところ、介入前
から介入後時点においてベースラインから有意な上昇がみられた（＋ 3.6 点,p<0.001）。そ
の得点上昇は男性（＋ 2.8 点,p<0.001）よりも女性（＋3.5 点,p<0.001）に高く、学年でみ
ると１年次（＋3.8 点,p<0.001）が最も高かった。また悩みを有する者（＋ 3.4 点,p<0.001）
はない者（＋ 3.2 点,p<0.001）よりも差が大きかった。また両校とも教育の実施体制の構
築にあたっては大学生および専門家が 3~5 回程度の議論を重ねた。  
考察：多くの大学生が過去一年間に悩みを抱えており、メンタルヘルスの予防対策のニー
ズは大きい。小規模な A 校では、専門家への相談は心理的コストの増大によるものか援助
希求には限界があると考えられる。また本教育プログラムでは継続性に限界がある。B 校
においては、援助希求態度に大幅な改善がみられたが、今後その態度が行動へと連なるよ
うな継続的支援と、縦断的な評価が必要だと考えられる。また副次的に大学生と専門家が
協働で精神保健の予防について検討する機会となった。  
結論：メンタルヘルスの問題は対象者にとってニーズがある身近な問題である。今回提示
した教育プログラムは援助希求に関して一定の成果がみられた。また副次的に支援ネット
ワークの構築がなされた。今後大学の環境的特性を踏まえたメンタルヘルス教育の内容構
築がさらに必要である。 
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